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　この電池システムで， 0.2CA の電流で放電した。 図 10 に

示すように， 放電時間は約５時間であり， 定格容量を満足し

ていることを確認した。

　電池電圧がばらついていると， 電圧の低いセルが早く放電

終止電圧に達してしまい， 定格容量が満足できない可能性

があるが，電池電圧調整機能により電圧ばらつきが抑えられ，

開発した電池の性能がシステムとしても仕様を満足すること

が確認できた。

　新規に開発した電池電圧調整機能により， 電池の充電状

態をそろえることができ， 開発した電池の性能を低下させる

ことなく， 利用できることが検証できた。 また， この試験にお

いて， 同時に過放電保護機能の実験を行った。 過放電設

定値に到達すると自動的に主回路が遮断され， 電池が切り

離されることを確認した。

　以上のことより， 開発した電池システムは， 電池電圧調整

機能により電池の放電容量性能を十分に引き出すことがで

き， かつ電池保護機能により異常時に電池を負荷や電源か

ら切り離すことができる安全性の高いシステムであることが確

認できた。

〔５〕 結　言

　長寿命化技術ならびに高安全化技術の検討により， 安全

性に優れ， 鉛蓄電池と同等の寿命を有するフロート充電仕

様 200Ah 級のリチウムイオン電池を開発した。

　また， 電池電圧調整機能， 解列回路を搭載した監視制御

装置を開発し， 開発したフロート用大容量リチウムイオン電

池と組み合わせることで， より安全でかつ電池の性能を十分

に活用できる信頼性の高い電池システムとなっている。
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図 10　電池システムの放電特性
Fig.10  Discharging characteristics of battery system
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